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需要予測の進め方について
 駅東側の取組フロー

《 調 査 》 《 需要予測 》

駅

東

側

の

取

組

フ
ロ
ー

【平成２５年８月～実施】
通勤・通学目的でＬＲＴ利用が想定される施設への

聞き取り調査
・ 工業団地等の従業員を中心に通勤バス，

自動車からの転換率を把握
・ ＬＲＴ利用分担率の把握
・ 通勤目的，ピーク時需要の推定

沿線企業等ヒアリング

【平成２６年４月～実施】
通勤目的のＬＲＴ利用アンケート

・ 工業団地等の従業員を中心に通勤バス，
自動車からの転換率を把握

・ ＬＲＴ利用分担率の把握
・ 通勤目的，ピーク時需要の推定

沿線従業者アンケート

【平成２６年５月～実施】
平日１日の全移動目的を捉える実態調査

・ 宇都宮都市圏全体を対象
・ 目的別，手段別の交通実態を把握

生活行動実態調査（Ｈ２６ＰＴ）

・ 通勤需要（通勤バスからの転換，自動車からの転
換）を中心に需要見込みを把握

・ 企業来訪及び沿線施設の来場需要を把握

最低限の需要見込みの把握

・ 通勤需要（通勤バスからの転換，自動車からの転
換）を中心に需要見込みを把握

・ 通勤によるピーク時需要の推定

最低限の需要見込みの精度向上

・ Ｈ２６ＰＴより需要予測モデルを構築

・ 全目的,全手段からの転換需要の把握

・ 断面需要，停留場別乗降人員の把握

四段階推計法による需要予測の実施

駅東側では，沿線企業等ヒアリング及び沿線従業者アンケート，生活行動実態調査など，段階的に調査対象を拡
大し，需要予測の精度向上に取り組んできた。
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《 実 態 把 握 》

《 調 査 》 《 需要予測 》

【令和４年１１月～令和５年１月実施】
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症による影響の実態把握

・ 現状の通勤，通学の実態把握
・ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症による働き方の変化の把握

沿線企業・学校等ヒアリング

【令和４年１2月～令和５年２月実施】
東西横断時のＬＲＴ利用アンケート

・ 現状の交通行動の把握

・ ＬＲＴ東西運行時の交通行動の変化の把握

沿線従業者・学生等アンケート

【令和４年９月～１１月実施】
平日１日の全ての移動目的を捉える実態調査

・ 宇都宮市，芳賀町を対象
・ 目的別，手段別の交通実態を把握

都市活動調査

・ 緊急事態宣言下においても，在宅勤務を実施して
いない企業が多数あり

・ ヒアリング時点では，原則出社形態をとっている
企業が８割以上

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響確認

・ 通勤需要（通勤バスからの転換，自動車か
らの転換）を中心に把握

・ 通勤目的・ピーク時需要の推定

通勤・通学目的の需要見込み算出

・ 駅東側の予測モデル(H26PT)をベースに，新た
な移動に関する調査結果を活用した需要予測を
実施

・ 全目的，全手段からのＬＲＴ利用に転換する需要
量の把握

四段階推計法による需要予測の実施

【令和５年１1月末～実施予定】
ＬＲＴ利用者を対象とした実態調査

・ 利用圏域，転換前手段の把握
・ 利用者ＯＤの把握

ＬＲＴ利用者調査

生活行動実態調査
（Ｈ２６ＰＴ）
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駅西側では，駅東側の取組をベースとして，沿線従業者・学生等アンケートによる需要見込みと，新たな移動に
関する調査を反映した四段階推計法による予測結果を比較検証しながら，需要予測の精度向上に取り組んでいく。

需要予測の進め方について
 駅西側の取組フロー

１

《比
較
検
証
》

駅

西

側

の

取

組

フ
ロ
ー



調査期間 令和４年１２月～令和５年２月

調査方法
原則ＷＥＢによる回答を実施

 ＪＲ宇都宮駅東西のＬＲＴ整備区間図及び概略運賃・所要時間等を記載した資料「ＬＲＴ計画の概要」を配布し，
資料に記載のあるＱＲコードまたはＵＲＬを手持ちのスマートフォンやＰＣで読み取ることで回答

調査目的
令和４年８月にＪＲ宇都宮駅西側の整備区間を公表したことを踏まえ，事業の具体化に向け，
ＬＲＴ東西沿線の主要な沿線の従業者や学生等の，通勤・通学の実態やＬＲＴ導入による交通
行動の変化を把握すること

ＪＲ宇都宮駅東西のＬＲＴ沿線半径１㎞圏内に立地する企業の従業者及び学校の学生等
 上記の企業及び学校を目的地とした通勤・通学による移動のみを対象（私事・業務に関する移動は対象外）

調査対象
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宇
都
宮
駅
東
口

峰

駅
東
公
園
前

東
宿
郷

平
石

平
石
中
央
小
学
校
前

飛
山
城
跡

グリーンスタジアム前

清
陵
高
校
前

宇
都
宮
駅
西
口

馬
場
町

護
国
神
社
前

教
育
会
館
前

清原地区市民センター前

ゆ
い
の
杜
中
央

ゆ
い
の
杜
東

かしの森公園前

芳賀町工業団地管理センター前

芳賀・高根沢工業団地

ゆ
い
の
杜
西

桜
通
り
十
文
字

桜
通
り
十
文
字

東
武
宇
都
宮
駅
前

芳
賀
台

陽
東
３
丁
目

宇
都
宮
大
学
陽
東
キ
ャ
ン
パ
ス

-凡例-

：企業

：学校

東側優先整備区間 約14.6㎞西側整備区間 約5㎞

※西側区間については主要な停留場のみを記載
※駅東側の企業について，H25年ヒアリング実績のある企業を含む

沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート概要

２



運行本数

ピーク時 ：毎時１０本（ ６分間隔） （6時～9時，17時～19時）

オフピーク時 ：毎時 ６本（１０分間隔） （9時～17時，19時～24時）

所要時間・運賃

※ ここで示す運行本数や所要時間・運賃等は，アンケート調査を実施するために作成したものであり，確定した内容を示すものでない

※ 通勤に係る費用について，バスや鉄道などの公共交通機関を利用する場合の通勤手当が勤務先から支給されるものとして回答を設定
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート概要

２

■ アンケートで提示したサービス水準

№29 №28 №26 №24 №22 №20 №19 №14 №09 №06 №03 №01

教
育
会
館
前

護
国
神
社
前

桜
通
り
十
文
字

東
武
宇
都
宮
駅
前

馬
場
町

宇
都
宮
駅
西
口

宇
都
宮
駅
東
口

宇
都
宮
大
学

陽
東
キ
ャ
ン
パ
ス

清
原
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
前

ゆ
い
の
杜
中
央

芳
賀
町
工
業
団
地

管
理
セ
ン
タ
ー
前

芳
賀
・
高
根
沢

工
業
団
地

№29 教育会館前 3 6 11 13 18 19 30 43 51 58 64

所
要
時
間(

分)

№28 護国神社前 150 3 8 10 15 17 28 40 48 55 61

№26 桜通り十文字 150 150 5 7 12 14 25 37 45 52 59

№24 東武宇都宮駅前 150 150 150 3 7 9 20 33 40 47 54

№22 馬場町 200 150 150 150 5 7 18 30 38 45 52

№20 宇都宮駅西口 200 200 150 150 150 2 13 26 34 40 47

№19 宇都宮駅東口 200 200 200 150 150 150 11 23 33 39 44

№14 宇都宮大学陽東キャンパス 300 250 250 200 200 200 150 13 22 28 33

№09 清原地区市民センター前 350 350 350 350 300 300 300 250 9 16 20

№06 ゆいの杜中央 400 400 400 400 350 350 350 300 200 6 11

№03 芳賀町工業団地管理センター前 450 450 450 400 400 400 400 350 200 150 4

№01 芳賀・高根沢工業団地 500 450 450 450 450 400 400 350 250 200 150

運賃(円)



《駅西側と駅東側の回収率の違いに関する考察》
・ 駅西側は，ＬＲＴ導入に向けた期待感の表れとして，積極的な調査協力が得られたものと推察される。
・ 駅東側は，アンケート実施時において，開業に向けた整備が完了しつつあり，駅西側への延伸を前提

とした調査と受け取られ，調査に対して消極的であったと推察される。

・ 全体の回収数は１３，４４９人で回収率は２７．１％

・ 回収数の内訳として，企業は３９社で７，４８９人，学校は１７校で５，９６０人であった。

表 企業・学校ごとの回収状況
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート結果

２

■ 企業・学校ごとの回収状況

駅西側 駅東側 合計

企業
（３９社）

調査対象者数 10,133人 20,800人 30,933人

回収数 4,559人 2,930人 7,489人

回収率 45.0% 14.1% 24.2%

学校
（１７校）

調査対象者数 11,700人 7,001人 18,701人

回収数 5,300人 660人 5,960人

回収率 45.3% 9.4% 31.9%

総計

調査対象者数 21,833人 27,801人 49,634人

回収数 9,859人 3,590人 13,449人

回収率 45.2% 12.9% 27.1%



・ 全体では，自動車の割合が５４％と最も多く，次いで自転車が１６％，鉄道が１２％

・ 鉄道端末では，路線バスの割合が４６％と最も高く，次いで徒歩が４４％

・ 駅東西別に比較すると，駅西側では鉄道や路線バスの公共交通の割合が高くなっており，駅東側では自動車の
割合が高くなるなど，駅東西で交通特性に違いが見られる。
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート結果

２

■ 交通手段状況（通勤時）

12% 8% 1% 54% 2% 16% 6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

46% 4% 3%
1%

3% 44%

18% 13% 40% 2% 19% 8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

49% 2% 48%

4%
2%

3% 76% 2% 10% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

29% 26% 18% 6% 5% 16%

駅西側へ通勤

駅東側へ通勤

代表交通手段
(N=4,558)

鉄道端末手段
(N=785)

代表交通手段
(N=2,930)

鉄道端末手段
(N=138)

鉄道端末手段
(N=923)

代表交通手段
(N=7,488)

鉄道 路線バス 企業バス 自動車 自動二輪 自転車 徒歩

通勤全体



・ 全体では，自転車の割合が４４％と最も高く，次いで鉄道が２５％，自動車が１２％（自分で運転＋送迎）

・ 鉄道端末では，自転車の割合が４７％と最も高く，次いで路線バスが３５％

・ 駅東西別に比較すると，駅西側では鉄道や路線バスの公共交通の割合が高くなっており，駅東側では自転車の
割合が高くなるなど，駅東西で交通特性に違いが見られる。
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート結果

２

■ 交通手段状況（通学時）

通学全体

25% 9% 2% 12% 44% 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

35% 7% 2% 47% 9%

代表交通手段
(N=5,960)

鉄道端末手段
(N=972)

鉄道 路線バス スクールバス 自動車 自動二輪 自転車 徒歩

27% 9% 2% 12% 42% 8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

36% 6% 2% 47% 10%

駅西側へ通学

代表交通手段
(N=5,300)

鉄道端末手段
(N=903)

13% 4% 2% 18% 1% 57% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

22% 27% 1% 46% 3%

駅東側へ通学

代表交通手段
(N=660)

鉄道端末手段
(N=69)



14%

28%58%

12%

24%

64%

12%

26%

62%

N=7,466

・ ＬＲＴを「定期的に利用すると思う」と回答した割合は全体で１２％，駅東西別では駅東側が高い傾向

・ 現在の交通手段別利用意向は，企業バスや路線バス利用者の利用意向が高い。

図 ＬＲＴ利用意向（交通手段別）

表 ＬＲＴ利用意向（交通手段別）

定期的に利用すると思う
実際に運行しないとわからない
利用しないと思う

N=4,536 N=2,930

■ 全体(ＬＲＴ利用意向)

■ 駅西側(ＬＲＴ利用意向) ■ 駅東側(ＬＲＴ利用意向)

65%
31%

9%
12%
8%
7%

25%
35%

25%
27%

25%
23%

10%
34%

66%
61%
67%
70%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業バス

路線バス

自動車

自動二輪

自転車

徒歩

定期的に利用すると思う 実際に運行しないとわからない 利用しないと思う
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート結果

２

■ ＬＲＴ利用意向（通勤時）

通勤時の
交通手段

ＬＲＴ利用意向

合計
定期的に

利用すると思う
実際に運行しない

とわからない
利用しないと思う

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

企業バス 69 65% 26 25% 11 10% 106 

路線バス 315 31% 357 35% 354 34% 1,026 

自動車 354 9% 1,004 25% 2,697 66% 4,055 

自動二輪 22 12% 48 27% 108 61% 178 

自転車 98 8% 305 25% 801 67% 1,204 

徒歩 65 7% 202 23% 630 70% 897 

合 計 923 12% 1,942 26% 4,601 62% 7,466 



13%

38%

49% N=660

7%

33%

60%

・ ＬＲＴを「定期的に利用すると思う」と回答した割合は全体で７％，駅東西別では駅東側が高い傾向

・ 現在の交通手段別利用意向は，路線バス利用者の利用意向が高い。

N=5,960

6%

33%

61%
N=5,300

■ 駅東側(ＬＲＴ利用意向)

6%
14%
7%
9%
5%
5%

42%
41%

33%
41%

32%
25%

52%
45%

60%
50%

63%
70%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スクールバス

路線バス

自動車

自動二輪

自転車

徒歩

定期的に利用すると思う 実際に運行しないとわからない 利用しないと思う

表 ＬＲＴ利用意向（交通手段別）
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 アンケート結果

２

■ ＬＲＴ利用意向（通学時）

通学時の
交通手段

ＬＲＴ利用意向

合計
定期的に利用する

と思う
実際に運行しない

とわからない
利用しないと思う

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

スクールバス 15 6% 99 42% 122 52% 236 

路線バス 147 14% 423 41% 468 45% 1,038 

自動車 52 7% 250 33% 462 60% 764 

自動二輪 2 9% 9 41% 11 50% 22 

自転車 166 5% 1,075 32% 2,088 63% 3,329 

徒歩 31 5% 141 25% 399 70% 571 

合 計 413 7% 1,997 33% 3,550 60% 5,960 

■ 全体(ＬＲＴ利用意向)

定期的に利用すると思う
実際に運行しないとわからない
利用しないと思う

■ 駅西側(ＬＲＴ利用意向)

図 ＬＲＴ利用意向（交通手段別）



・ 有効回収数（標本数）については，13,449人（従業者：7,489人，学生・生徒：5,960人）の回答が得られており，統
計的な精度（標本誤差5％，信頼水準95％）は，駅東西ともに確保できている。

・ 有効回収率については，交通関連の既存調査事例と比較しても同水準である。
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 結果の妥当性検証

２

■ 標本数及び回収率

調査名 実施年
配布数(人) 有効回収数(人) 有効回収率

世帯 個人 世帯 個人 世帯 個人

小山市パーソントリップ調査 平成30年10月 21,687 49,331 6,525 14,625 30.1% 29.6%

仙台市都市圏パーソントリップ調査 平成29年10月 104,500 244,400 24,008 50,932 23.0% 20.8%

山形広域都市圏パーソントリップ調査 平成29年10月 35,639 － 9,634 23,100 27.0% －

東京都都市圏パーソントリップ調査 平成30年9月～11月 630,000 － 165,000 310,000 26.2% －

都市活動調査（宇都宮市） 令和4年9月～11月 20,150 40,771 5,724 10,520 28.4% 25.8%

沿線従業者・学生等アンケート
令和4年12月

～令和5年2月
－ 49,634 － 13,449 － 27.1%

表 類似調査事例との比較



・ ＬＲＴ沿線を着地とする通勤移動の居住地分布について，既往調査の生活行動実態調査(Ｈ２６ＰＴ)と比較

・ 鉄道駅周辺や宇都宮環状道路周辺の郊外部での居住が多くなっており，母集団の量に違いはあるものの，概ね
同様な傾向であることを確認

図 アンケート回答者(通勤)の居住地分布 図 生活行動実態調査(通勤)の居住地分布
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沿線従業者・学生等アンケートについて
 結果の妥当性検証

２

■ 回答者の居住地分布

《清原工業団地》

《
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
》

《
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
》

《清原工業団地》



・ ＬＲＴ沿線を着地とする通勤目的の交通手段割合について，既往調査の生活行動実態調査（Ｈ２６ＰＴ），
沿線従業者アンケート(Ｈ２６年実施)と比較

・ 駅西側は，自動車に加えて鉄道や路線バスの公共交通の割合が一定あることや，駅東側は自動車の割合が
約８割と多いなど，概ね同様な傾向であることを確認

-13-

■ 通勤時の交通手段割合

沿線従業者・学生等アンケートについて
 結果の妥当性検証

２

■ 沿線従業者・学生等アンケート(東西別)

18%

4%

13%

2%
3%

40%

76%

2%

2%

19%

10%

8%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10%

2%

10%

2%

2%

52%

79%

2%

4%

16%

8%

10%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■ 県央広域都市圏生活行動実態調査(東西別)

■ 沿線従業者アンケート(H26年実施)

鉄道
路線バス
企業バス
自動車
自動二輪
自転車
徒歩

- 凡例 -

駅西側へ
通勤

駅東側へ
通勤

駅西側へ
通勤

駅東側へ
通勤

1% 7% 81% 6% 5%1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

駅東側へ
通勤



14%

10%

19%

57%

・ 通勤目的のＬＲＴ利用意向について，既往調査のＨ２６沿線従業者アンケートと比較

・ 設問に違いはあるものの，ＬＲＴを「利用すると思う」「利用しないと思う」の回答について，概ね同様な
傾向であることを確認

標本数による精度や居住地分布，交通手段割合，ＬＲＴ利用意向を既往調査と比較し，アンケートの妥当性を
確認したことから，通勤・通学の需要見込みを算出していく。
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■ 通勤時のＬＲＴ利用意向

■ まとめ

定期的に利用すると思う
実際に運行しないとわからない
利用しないと思う

Ｈ２６沿線従業者アンケートによる
ＬＲＴ利用意向

沿線従業者・学生等アンケートによる
ＬＲＴ利用意向（駅東側への通勤者のみ）

14%

28%58%

N=2,930

快速がなくとも利用すると思う
快速があれば利用すると思う
実際に運行しないとわからない
利用しないと思う

N=12,398

沿線従業者・学生等アンケートについて
 結果の妥当性検証

２



沿線従業者・学生等
アンケートによる

需要見込み

四段階推計法による
需要予測

最近の移動実態や駅東側ＬＲＴの利用傾向等について，都市活
動調査などの新たな移動に関する調査結果を反映した四段階推計
法による需要予測を実施

収支・整備効果 需要予測結果を用いて，採算性分析及び費用便益分析を実施

アンケート結果の拡大やケース設定などの条件を設定し，
通勤・通学による需要見込みを算出

今後，沿線従業者・学生等アンケートによる需要見込みや四段階推計法による需要予測を段階的に実施し，
それらを比較検証しながら，需要予測の精度向上に取り組み，その結果を用いて採算性分析などを実施していく。

-15-

今後の進め方について３

《比
較
検
証
》
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■企業・学校ごとの回収状況
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宇都宮市区間 約１２.１㎞

東側優先整備区間 約１４.６㎞
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西側整備区間 約５㎞

※西側区間については主要な停留場のみを記載

《駅西側と駅東側の回収率の違いに関する考察》
・ 駅西側はＬＲＴ導入に向けた期待感の表れとして，積極的な調査協力が得られた
ものと推察

・ 駅東側は，アンケート実施時において，開業に向けた整備が完了しつつあり，駅
西側への延伸を前提とした調査と受け取られ，調査に対して消極的であったと推察

交通結節点
（想定箇所）

アンケートについて  アンケート概要１

調査目的

調査方法

調査期間

調査対象

令和４年８月にＪＲ宇都宮駅西側の整備区間を公表したことを踏まえ，事業の具体化に向け，Ｌ
ＲＴ東西沿線の主要な沿線の従業者や学生等の，通勤・通学の実態やＬＲＴ導入による交通行動
の変化を把握すること

令和４年１２月～令和５年２月

原則ＷＥＢによる回答を実施
 ＪＲ宇都宮駅東西のＬＲＴ整備区間図及び概略運賃・所要時間等を記載した資料「ＬＲＴ計画の概要」を配布し，資料に記載
のあるＱＲコードまたはＵＲＬを手持ちのスマートフォンやＰＣで読み取ることで回答

ＪＲ宇都宮駅東西のＬＲＴ沿線半径１㎞圏内に立地する企業の従業者及び学校の学生等
※ 上記の企業及び学校を目的地とした通勤・通学による移動のみを対象（私事・業務に関する移動は対象外）

駅西側 駅東側 合計

企業
(39社)

調査対象者数 10,133人 20,800人 30,933人

回収数 4,559人 2,930人 7,489人

回収率 45.0% 14.1% 24.2%

学校
(17校)

調査対象者数 11,700人 7,001人 18,701人

回収数 5,300人 660人 5,960人

回収率 45.3% 9.4% 31.9%

総計

調査対象者数 21,833人 27,801人 49,634人

回収数 9,859人 3,590人 13,449人

回収率 45.2% 12.9% 27.1%

p1

※駅東側の企業について，Ｈ２５年ヒアリング実績のある企業を含む

-凡例-

：企業

：学校



アンケートについて  配布資料（企業用）１
p2



■調査項目（企業）
・ 現状の交通行動の把握（出発・到着時間，通勤時交通手段，所要時間等）…[問２－１～問２－６]
・ 現在の交通手段に対する不安，課題の把握…[問２－７，問２－８]
・ ＬＲＴが駅東西運行した場合における交通行動の変化の把握（利用頻度，乗降停留場，利用理由）…[問３－１～問３－４]

アンケートについて  設問項目（企業用）１
p3



■調査項目（学校）
・ 現状の交通行動の把握（出発・到着時間，通学時交通手段，所要時間等）…[問２－１～問２－５]
・ 現在の交通手段に対する不安，課題の把握…[問２－６，問２－７]
・ ＬＲＴが駅東西運行した場合における交通行動の変化の把握（利用頻度，乗降停留場，利用理由）…[問３－１～問３－４]

アンケートについて  設問項目（学校用）１
p4



1% 7% 81% 6% 5%1%
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60%
構成比 累積

■ 居住地構成比 ■ 居住地分布

• 宇都宮市在住が75％と最も多く，次いで栃木市，下野市の居住者が多い。
• 県央広域都市圏生活行動実態調査（Ｈ２６ＰＴ）の対象市町においては，全体の90％を占めている。
• 居住地分布では，宇都宮市内を中心に鉄道駅周辺や，宇都宮環状道路周辺の郊外部での居住者が多い。

■通勤先が駅西側 ■通勤先が駅東側

■全体

居住地と最寄りＬＲＴ停留場の距離帯構成を確認したところ，半径１ｋｍ圏内に３１％が居住

（N=7,488）

46% 4%3%
1%

3%
44%

• 全体では，自動車での割合が54％と最も高く，次いで自転車が16％，鉄道が12％
• 鉄道端末では，路線バスの割合が4６%と最も高く，次いで徒歩が44％
• 駅東西別に比較すると，駅西側では鉄道や路線バスの公共交通の割合が高く，駅東側では自動車の割

合が高いなど，駅東西で交通特性に違いが見られる。

12% 8%

1%

54% 2% 16% 6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%■ 通勤全体

• 自宅を出発する時刻は７：３０～８：００が最も多く，７時台が全体の約５割を占めている。

• 通勤先の到着時刻は８：００～８：３０が最も多く，全体の約４割を占めている。

■ 駅東側へ通勤

【参考】Ｈ２６年沿線従業者アンケート調査結果

■ 出発時刻と到着時刻の構成比

31%

(N=12,398)

アンケート結果  通勤目的２

① 回答者の居住地

② 居住地と最寄りＬＲＴ停留場の距離帯構成

③ 通勤時の交通手段割合

④ 自宅出発時刻及び事業所到着時刻

p5

地区 回答者数 構成比

宇都宮市 5,587 75%
栃木市 178 2%
下野市 153 2%
真岡市 147 2%
小山市 142 2%
鹿沼市 138 2%
高根沢町 137 2%
埼玉県 134 2%
さくら市 115 2%
壬生町 91 1%
その他(市町) 655 9%
無回答 12 0%
合計 7,489 100%

小計内訳

H26PT都市圏 6,703 90%
栃木県内 7,269 97%
栃木県外 208 3%

代表交通手段
（N=7,488）

鉄道端末手段
（N=923）

18% 13% 40% 2% 19% 8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

49% 2% 48%

4%
2%

3% 76% 2%10% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

29% 26% 18% 6% 5% 16%

代表交通手段
（N=4,558）

鉄道端末手段
（N=785）

代表交通手段
（N=2,930）

鉄道端末手段
（N=138）

鉄道 路線バス 企業バス 自動車 自動二輪 自転車 徒歩

■ 駅西側へ通勤
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65%

31%
9% 12% 8% 7%

25%

35%

25% 27% 25% 23%
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66% 61% 67% 70%
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企業バス 路線バス 自動車 自動二輪 自転車 徒歩

通勤時の所要時間については，３０分未満で約５０％，６０分未満で約９０％を占めている。

8%
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22%

16%
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構成比 累積

• 通勤全体については，「慢性的な道路の渋滞」が４５％と最も高く，次いで「交通事故のリスク」
及び「悪天候時のバス・道路混雑」が４２％

• 駅東西別で比較すると，駅西側では「悪天候時のバス・道路混雑」や「公共交通の遅れ」について，
駅東側より割合が高いのに対し，駅東側では「慢性的な道路の渋滞」や「交通事故のリスク」につい
て，駅西側より割合が高い。

■ 所要時間別構成比（全体）

鉄道端末として，徒歩を選択する理由を確認ところ，「徒歩・自転車で十分な距離だから」が７６％
と最も高く，次いで「健康のため」が３７％

9%

76%

13%

9%

3%

9%

37%

8%

2%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

勤務先に行くバス路線がないから

徒歩・自転車で十分な距離だから

乗り換えるまで時間がかかるから

運賃を節約したいから

利用したい時間帯に運行していないから

遅れが発生することがあるから

健康のため

コロナ対策のため

帰宅中に立ち寄る場所があるから

その他

12%

26%

61%

N=7,466

• ＬＲＴを「定期的に利用すると思う」と回答した割合は全体で１２％で，駅東西別では駅東側が高
い傾向

• 現在の交通手段別の利用意向は，企業バス利用者の利用意向が高い。

■ 全体

■代表交通手段別ＬＲＴ利用意向割合

（N=427）

⑤ 通勤時の所要時間

⑥ 日常の交通手段に対する不安・課題

⑦ 徒歩を選択する理由（鉄道端末利用時）

⑧ ＬＲＴ利用意向（代表交通手段別）

アンケート結果  通勤目的２
p6

《
所
要
時
間
の
割
合
》

《
累
積
割
合
》

90%

50%

26%

42%

45%

16%

23%

34%

30%

23%

10%

11%

42%

25%

37%

36%

15%

24%

33%

33%

21%

10%

9%

44%

26%

50%

59%

18%

22%

35%

24%

26%

10%

13%

38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

歩道や車道などの狭さといった快適性

交通事故のリスク

慢性的な道路の渋滞

自転車専用道の少なさ

公共交通の混雑

公共交通の運行本数の少なさ

公共交通の遅れ

公共交通に係る乗り継ぎ

バス停や車内、施設の快適性や清潔性

運行情報の発信が充実していない

悪天候時のバス・道路混雑

通勤全体

通勤先が駅西側

通勤先が駅東側

（N=7,489）

14%

28%58%

12%

24%

64%

N=4,536 N=2,930

■ 駅西側へ通勤 ■ 駅東側へ通勤

定期的に利用すると思う 実際に運行しないとわからない 利用しないと思う




